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　「絶食一再投与」ラットにおける食事中蛋白レベルと免疫能との関係
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目的：近年、生体防御機構と栄養状態との関係が重要な課題として取り上げられることが

多くなってきた。食物の経口投与が制限された場合、消化管の機能が低下し、免疫機能も

減退するものと考えられるが、臨床面において合併症や感染を防ぐため免疫系を強化する

必要がある。その際、食事中の蛋白質レベルか重要な因子となってくる。本研究は、「絶

食一再投与」のラットを用い、飢餓からの回復期における生体の免疫系と食事中蛋白レベ

ルとの関係を知ることを目的とした。

方法:3週令のSD系雄ラットを1週間予備飼育後、３日間飢餓状態にした。その後、食事

中の蛋白レベルを変えた回復食（8％、14％、20％)を再投与して3週間飼育した。 SRBC

に対する遅延型過敏症反応および腹腔内マクロファージのＬＡＴＥＸに対する貪食能を測定

した。また、SRBCに対する、一次応答性の牌内抗体産生細胞をJemeの方法に準じてプラ

ーク産生細胞として測定した。末梢血中のリンパ球はFico】を用いて分離し、YAC-1を標

的細胞としてTarget BindingCellAssey法にてNK活性を測定した。血清中IgG濃度は免疫拡

散法によって測定した。

結果：低蛋白食群（8％）のラットは遅延型過敏症反応試験に有意な反応性の低下を示し

た。食事中の蛋白レベルが少ないほど、腹腔内マクロファージの貪食能が低下した。また、

SRBCに対する一次応答性抗体産生能についても、牌臓細胞の増殖抑制により全体として

抗体産生細胞数が低下する傾向がみられた。
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　　【目的】茶カテキンによる血小板凝集抑制作用については、並木ら、安田らにより確

認されており、平出らによる疫学調査の結果、すなわち、緑茶多飲地区は脳卒中による死
亡率が低いという結果と良く一致している。

　今回は、これらの結果を基に、茶カテキンによる同作用を、惹起物質としてＡＤＰを使

用し、クレーディンクカーブ・闇値（ＥＳＰ）により確認すると共に、緑茶直接摂取によ
るヒト血小板凝集抑制作用への影響を検討した。

　　【方法】　凝固阻止剤としてクェン酸ナトリウムを用いた静脈血から、多血小板血漿

　（ＰＲＰ）および乏血小板血漿（ＰＰＰ）を調製し、メ八二クス社の血小板凝集能測定装

置ＰＡＣ－８Ｓを用いて、ESP等を測定した。測定時に、茶カテキン（太陽化学製サン

フェノン）を添加し、凝集能への影響を確認した。　朝食と共に緑茶（山英製たべるチヤ）

6gを摂取させ、食後1および３時間後における凝集能を、朝食前のそれと比較した。

　【結果】　茶カテキンの血小板凝集に対する抑制は、並木らの報告と同様、0. 02nig/iiilで
認められた。また、濃度依存も確認され、高濃度程強い抑制が観察された。

　緑茶の直接摂取による影響は、摂取１時間後ではin vitroの試験で0.02flig/inlのカテキ

ンで得られた凝集抑制能より強く抑制された。３時間後に於いても、１時間後よりは低下

したが、その効果は続いていた。

　以上のことから、緑茶の直接摂取でカテキンは、血小板凝集を抑制できる濃度にまで、

吸収されていると推察でき、血栓の形成を予防可能であると考えられた。また、茶カテキ

ンの摂取（茶の飲用）も本効果は期待できることも示唆された。
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